
 

 

 

涌 監 第 １ ８ 号 

令和４年８月２６日 

 

 

涌谷町長  遠 藤 釈 雄  殿 

 

 

涌谷町監査委員 遠 藤 要之助     

 

同    竹 中 弘 光    

 

 

 

令和３年度涌谷町水道事業会計、涌谷町下水道事業会計、涌谷町国民健

康保険病院事業会計、涌谷町老人保健施設事業会計及び涌谷町訪問看護

ステーション事業会計に係る決算審査意見書 

 地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された令和３年度涌谷町水

道事業会計決算、令和３年度涌谷町下水道事業会計決算、令和３年度涌谷町国民健康

保険病院事業会計決算、令和３年度涌谷町老人保健施設事業会計決算及び令和３年度

涌谷町訪問看護ステーション事業会計決算の証書類、報告書、損益計算書、剰余金計

算書、剰余金処分計算書、欠損金処分計算書及び貸借対照表を審査したので、次のと

おり意見を提出します。 
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１ 審査の対象 

 （１）令和３年度 涌谷町水道事業会計決算 

 （２）令和３年度 涌谷町下水道事業会計決算 

 （３）令和３年度 涌谷町国民健康保険病院事業会計決算 

 （４）令和３年度 涌谷町老人保健施設事業会計決算 

 （５）令和３年度 涌谷町訪問看護ステーション事業会計決算 

 

２ 審査の期間 

  令和４年６月２１日（火）、２２日（水） 

  実質審査期間 ２日間 

 

３ 審査の手続 

  令和４年６月１日、審査に付された令和３年度決算書類及び事業並びに経営状況

が適正であるかどうかを審査するため、事業実施状況、財政関係諸帳票、証拠書類

等を精査し、必要と思われる諸資料を提出させ、責任者より聴取するとともに、町

の監査基準に基づき、下記の点に重点を置き、通常行われる審査手続きで実施した。 

 

４ 審査の重点事項 

 （１）水道事業会計 

  ア 給水状況 

  イ 工事の概要 

  ウ 収支の状況 

 （２）下水道事業会計 

  ア 処理状況 

  イ 工事の概要 

  ウ 収支の状況 

 （３）国民健康保険病院事業会計 

  ア 患者数の動向 

  イ 収益的収入及び支出 

  ウ 資本的収入及び支出 

  エ 従事職員体制 

  オ 経営分析等 

カ 補助金、負担金 

  キ 貯蔵品及び備品 

 （４）老人保健施設事業会計 

  ア 利用者の動向 

  イ 収益的収入及び支出 

ウ 資本的収入及び支出 

エ 従事職員体制 

オ 経営分析等 
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 （５）訪問看護ステーション事業会計 

  ア 利用者の動向 

イ 収益的収入及び支出 

  ウ 従事職員体制 

  エ 経営分析等 

 

５ 審査の結果 

 （１）水道事業会計 

  ア 給水状況 

年度末における給水人口については、１４，６２７人（前年度比３０３人、

２．０％減）、給水戸数は５，９２９戸（前年度比４８戸、０．８％減）、年

間配水量は、１，５０２，５５８㎥（前年度比２９，８２２㎥、１．９％減）

であった。年間有収水量については、１，２７１，８１８㎥（前年度比１７，

０４６㎥、１．３％減）であり、有収率は、前年度比０．５ポイント増の８４．

６％となった。 

当年度の１㎥当たりの供給単価は、２９３円４５銭（前年度比１８円４２銭

増）で、１㎥当たりの給水原価は、２８２円９２銭（前年度比２円３銭減）と

なり、供給単価との差額は、１０円５３銭の黒字供給であった。 

 

○業務量                              表 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

増減率（％）

行 政 区 域 内 人 口 15,804 人 15,433 人 15,110 人 △ 323 人 △ 2.1

年 度 末 給 水 人 口 15,303 人 14,930 人 14,627 人 △ 303 人 △ 2.0

年 度 末 給 水 戸 数 5,984 戸 5,977 戸 5,929 戸 △ 48 戸 △ 0.8

年 間 配 水 量 1,543,553 ㎥　 1,532,380 ㎥　 1,502,558 ㎥　 △ 29,822 ㎥ △ 1.9

年 間 有 収 水 量 1,279,011 ㎥　 1,288,864 ㎥　 1,271,818 ㎥　 △ 17,046 ㎥ △ 1.3

有 収 率 82.9 ％ 84.1 ％ 84.6 ％ 0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ 0.6

１ 日 平 均 配 水 量 4,117 ㎥　 4,198 ㎥　 4,117 ㎥　 △ 81 ㎥ △ 1.9

１日平均有収水量 3,495 ㎥　 3,531 ㎥　 3,484 ㎥　 △ 47 ㎥ △ 1.3

１ 日 最 大 配 水 量 5,204 ㎥　 5,070 ㎥　 4,887 ㎥　 △ 183 ㎥ △ 3.6

新 設 給 水 工 事 29 件 32 件 31 件 △ 1 件 △ 3.1

比　　　　較

増　　減

　　　　　　年度
項目

令和元年度 令和２年度 令和３年度
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○水道単価の推移                          表 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 工事の概要 

  ・建設改良工事の実施  

耐震化交付金事業として、追波北地内外排水管布設替工事等について、４３，

２０８千円で実施した。 

老朽管更新事業として、六軒町裏地内、岸ヶ森西地内、渋江地内の配水管等

の布設替工事、舗装復旧工事を行った。また、第３配水池の屋根防水及びフェ

ンス工事、太田配水池の配水流量計交換工事を行った。 

ウ 収支の状況 

令和３年度の事業収益は、営業収益３８６，４８１千円（対前年度２０，７

７５千円、５．７％増）、営業外収益２５，４９７千円（対前年度１２，０９

８千円、３２．２％減）の計４１１，９７８千円（対前年度８，６７７千円、

２．２％増）であった。なお、そのうち給水収益は、３７３，２１４千円で、

水道事業収益の９０．６％（前年度より２．７ポイント増）を占めた。 

費用においては、営業費用３５４，４９２千円、営業外費用９，５２３千円

で計３６４，０１５千円（対前年度１１，８４５千円、３．２％減）であった。 

このうち、受託工事費を除く総括費用は３５９，８２５千円（対前年度７，

４３５千円、２．０％減）であった。 

当年度の純利益は、４７，９６３千円の計上となり、前年度に比べて２０，

５２１千円の増であった。 

資本的収支においては、収入は４２，０４２千円（うち仮受消費税１３２千

円）、支出については１２６，４５０千円（うち仮払消費税７，３９５千円）

で、収支不足額８４，４０８千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額７，２６３千円、過年度分損益勘定留保資金２８，６９７千円、当年

度分損益勘定留保資金４８，４４８千円で補てんした。 

なお、事業収支の状況、経営分析等は、表３から表９のとおりである。 

 

 

（１㎥当たり）

１ 供 給 単 価 292円70銭 275円03銭 293円45銭 18円42銭

２ 給 水 原 価 298円51銭 284円95銭 282円92銭 △2円03銭

３ １－２ = 差額 △5円81銭 △9円92銭 10円53銭 －

令和２年度 令和３年度 前年度との比較
　　　　　年度
　項目

令和元年度

供給単価　＝ 373,213,796円 ＝ 293円45銭
1.271.818㎥

給水原価　＝ 359,824,935円 ＝ 282円92銭
1,271,818㎥

給　水　収　益
有　収　水　量

総費用－受託工事費－特別損失

有　収　水　量
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○事業収入に関する事項                       表 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業費に関する事項                        表 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

○経営指標の推移                          表 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

増　　減 増減率（％）

営 業 収 益 381,592,244 365,706,650 386,481,281 20,774,631 5.7

営 業 外 収 益 25,463,800 37,594,476 25,496,560 △ 12,097,916 △ 32.2

特 別 利 益 1,800,150 0 0 0 0.0

収 益 合 計 408,856,194 403,301,126 411,977,841 8,676,715 2.2

う ち 給 水 収 益 374,371,640 354,480,935 373,213,796 18,732,861 5.3

（単位：円）
比　　　　　較

令和３年度
　　　　　　年度
項目

令和元年度 令和２年度

増　　減 増減率（％）

営 業 費 用 371,300,357 365,154,056 354,491,868 △ 10,662,188 △ 2.9

営 業 外 費 用 11,766,787 10,705,443 9,523,067 △ 1,182,376 △ 11.0

特 別 損 失 0 0 0 0 －

費 用 合 計 383,067,144 375,859,499 364,014,935 △ 11,844,564 △ 3.2

う ち 総 括 費 用 381,797,144 367,259,499 359,824,935 △ 7,434,564 △ 2.0

当　年　度　損　益 25,789,050 27,441,627 47,962,906 20,521,279 74.8

（単位：円）

令和３年度令和２年度
比　　　　　較　　　　　　年度

項目
令和元年度

現年度収入額(399,918千円)

 給水収益(調定額）（410,535千円)

（現年度収入額及び給水収益は税込額）

○収 納 率　＝ ×100＝ 97.4%

同 規 模

団体指標

※同規模団体指標の数値は、令和２年度水道事業経営指標による全国の平均値（給水人口１万人
以上１万５千人未満）

有形固定資産

減価償却率

有形固定資産減価償却累計額

×100 44.59 45.88 46.72 54.64有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

104.81 103.50 110.10 91.37
料  金
回収率

供給単価
×100

給水原価

経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100

営業費用＋営業外費用
106.26 107.30 113.18 110.23

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

令和元年度 令和２年度 令和３年度
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○財務分析                             表 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○支払利息の状況                          表 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

○企業債の状況                           表 ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○年度毎企業債償還金の状況                     表 ９ 

 

 

 

 

 

 

＊令和３年度以降は見込み 

 

【意 見】 

①  当年度も前年度に続き人口の減少に伴い、給水戸数が対前年度４８戸減少

し、給水人口は対前年度３０３人(２．０％)減少したことは、社会的要因で

もあり、今後の経営圧迫の要因でもある。これらの対策の一つとして、事業

の広域的連携は必須であり、今後、慎重に検討を深められること望む。 

同 規 模

団体指標

自 己 資 本 資 本 金 ＋ 剰 余 金 ＋ 繰 延 収 益

構 成 比 率 負 債 資 本 合 計

固 定 資 産 対 固 定 資 産

長期資本比率 資本金＋剰余金＋固定負債＋繰延収益

流 動 資 産

流 動 負 債

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　年 度
項 目

令和元年度 令和２年度

×100 73.9 74.6 74.0

×100 91.8 91.7 83.090.2

535.6流 動 比 率 ×100 399.8

令和３年度

75.2

374.3 378.0

（単位：千円）

総　　費　　用（Ａ） 383,067 375,859 364,015

支　払　利　息（Ｂ） 11,767 10,705 9,523

（Ｂ）÷（Ａ）×１００ 3.1% 2.8% 2.6%

　　　　　　　　年　度
　項　目

令和３年度令和元年度 令和２年度

（単位：％）

企業債償還元金

給 水 収 益

企 業 債 利 息

給 水 収 益

企業債元金利息

給 水 収 益

　　　　　　　　  年　度
 項　目 平成30年度

×１００

3.1

令和元年度 令和２年度
同規模

団体指標

10.0 11.0 12.0 21.9

令和３年度

12.0

3.0 4.52.63.3×１００

×１００ 14.613.3 14.1 15.0 26.4

（単位：千円）

元　　金 43,088 44,979 47,614 45,776 44,764 43,326

利　　息 10,705 9,523 8,441 7,711 7,004 6,348

計 53,793 54,502 56,055 53,487 51,768 49,674

　　 　年度
項目

令和７年度令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
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②  毎年度指摘してきた有収率の向上について、当年度は８４．６％と対前年

度で０．５％上回ったが、昨年に続き前年度を上回ったことは、今後の安定

的な向上につながると思われる。今後とも、数値向上に努力されること望

む。 

③  福沢水源施設の今後について、施設は老朽化して維持管理に費用が掛かる

状況であるが、今後は、休廃止も視野に検討すべきである。これまでも、幾

度かの緊急対策用水源施設として活用してきた経緯を考慮すれば、安易な判

断はすべきではないと思うが、代替施設などの検討を十分に深め判断すべき

と思われるので、今後、深い検討を望む。 

 

 （２）下水道事業会計 

  ア 処理状況  

年度末における総接続戸数は、２，２５５戸（公共下水道１，９２２戸、農

集排３３３戸）で、対前年度４戸（０．２％）増、総処理水量については、６

５７，０１９㎥（公共下水道５５４，６７３㎥、農集排１０２，３４６㎥）で、

対前年度１３，９０５㎥（２．１％）減、総有収水量については、６０６，０

６５㎥（公共下水道５１０，８７８㎥、農集排９５，１８７㎥）で、対前年度

３，４８７㎥（０．６％）減、有収率は、対前年度１．４ポイント増の９２．

３％となった。 

 

○業務量                             表 １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増減率（％）

公 共 下 水 道
処 理 区 域 内 人 口

6,820 人 7,009 人 6,918 人 △ 91 人 △ 1.3

公 共 下 水 道
接 続 人 口

4,729 人 4,865 人 4,880 人 15 人 0.3

公 共 下 水 道
接 続 戸 数

1,838 戸 1,916 戸 1,922 戸 6 戸 0.3

年 間 総 処 理 水 量 567,627 ㎥　 569,227 ㎥　 554,673 ㎥　 △ 14,554 ㎥ △ 2.6

年 間 有 収 水 量 496,161 ㎥　 514,747 ㎥　 510,878 ㎥　 △ 3,869 ㎥ △ 0.8

有 収 率 87.4 ％ 90.4 ％ 92.1 ％ 1.7 ﾎﾟｲﾝﾄ 1.9

農 集 排
処 理 区 域 内 人 口

2,290 人 1,916 人 1,871 人 △ 45 人 △ 2.3

農 集 排
接 続 人 口

1,339 人 1,211 人 1,179 人 △ 32 人 △ 2.6

農 集 排
接 続 戸 数

385 戸 335 戸 333 戸 △ 2 戸 △ 0.6

年 間 総 処 理 水 量 101,296 ㎥　 101,697 ㎥　 102,346 ㎥　 649 ㎥ 0.6

年 間 有 収 水 量 101,653 ㎥　 94,805 ㎥　 95,187 ㎥　 382 ㎥ 0.4

有 収 率 100.4 ％ 93.2 ％ 93.0 ％ △ 0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ △ 0.2

比　　　　較
増　　減

事　項 令和２年度 令和３年度令和元年度
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イ 工事の概要 

・建設改良工事の実施  

   【公共雨水事業】 

江合川右岸第２排水区排水路整備工事を２８，８１２千円で実施した。 

【公共汚水事業】 

涌谷浄化センターストックマネジメント計画に基づき、令和２年度から繰

り越した汚泥脱水機の更新工事を５８，８５０千円で行った。また、汚水管

渠工事等を８，８５６千円で実施した。 

 

  ウ 収支の状況 

令和３年度の事業収益は、営業収益１１５，５７７千円（対前年度５，９９

９千円、５．５％増）、営業外収益３５８，５７１千円（対前年度１６，８８

９千円、４．５％減）、の計４７４，１４８千円（対前年度１０，８９０千円、

２．２％減）であった。なお、下水道使用料は、公共下水道８４，３６５千円、

農集排１４，５９０千円、合計９８，９５５千円、下水道事業収益の２０．９％

を占めた。 

費用においては、営業費用３９７，２６２千円、営業外費用６７，５９９千

円で計４６４，８６１千円（対前年度７，３５２千円、１．６％減）であった。 

当年度の純利益は、９，２８７千円の計上となった。 

資本的収支においては、総収入は３０６，１４９千円（うち仮受消費税０円）、

総支出は４４５，６６８千円（うち仮払消費税９，７８４千円）で、収入不足

額１３９，５１９千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額９，

７８４千円、減債積立金２，０００千円、過年度分損益勘定留保資金２４，０

１７千円及び当年度分損益勘定留保資金１０３，７１８千円で補てんした。 

なお、事業収支の状況、経営分析等は、表１１から表１５のとおりである。 

○事業収入に関する事項                      表 １１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増　　減 比率（％）

営 業 収 益 109,578,265 115,577,314 5,999,049 5.5

営 業 外 収 益 375,460,104 358,570,853 △ 16,889,251 △ 4.5

収 益 合 計 485,038,369 474,148,167 △ 10,890,202 △ 2.2

うち下水道使用料
（ 公 共 下 水 道 ）

84,294,205 84,364,694 70,489 0.1

うち下水道使用料
（ 農 集 排 ）

14,434,060 14,590,620 156,560 1.1

　　　　　　年度
項目

（単位：円）
比　　　　　較

令和２年度 令和３年度

【公共下水道】

下 水 道 使 用 料 84,364,694円

有　収　水　量 510,878㎥

【農集排】

下 水 道 使 用 料 14,590,620円

有　収　水　量 95,187㎥

1㎥当たり供給単価＝ = 165円14銭

1㎥当たり供給単価＝ = 153円28銭
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○事業費に関する事項                       表 １２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１㎥当たり処理原価の内訳（合算）                表 １３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○経営指標の推移                         表 １４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金額 構成比 金額 構成比 増減 増減率

職 員 給 与 費 37円28銭 23.6% 37円81銭 25.0% 0円52銭 1.4%

管 き ょ 費 25円28銭 16.0% 18円45銭 12.2% △6円83銭 △ 27.0%

処 理 場 費 77円09銭 48.8% 78円33銭 51.8%  1円24銭 1.6%

普 及 指 導 費 0円63銭 0.4% 0円45銭 0.3% △0円18銭 △ 28.0%

総 係 費
（職員給与費除く）

17円69銭 11.2% 16円18銭 10.7% △1円51銭 △ 8.5%

合 計 157円97銭 100.0% 151円22銭 100.0% △6円75銭 △ 4.3%

比　　　　　較　　　　　    　年度
項目

令和２年度 令和３年度

増　　減 増減率（％）

営 業 費 用 399,393,017 397,261,726 △ 2,131,291 △ 0.5

営 業 外 費 用 72,819,915 67,598,954 △ 5,220,961 △ 7.2

費 用 合 計 472,212,932 464,860,680 △ 7,352,252 △ 1.6

処 理 費 用
（ 公 共 下 水 道 ）

79,880,076 75,416,630 △ 4,463,446 △ 5.6

処 理 費 用
（ 農 集 排 ）

26,114,519 23,937,051 △ 2,177,468 △ 8.3

　　　　　　年度
項目

（単位：円）
比　　　　　較

令和２年度 令和３年度

【公共下水道】

処 理 費 用 75,416,630円

総 処 理 水 量 554,673㎥

【農集排】

処 理 費 用 23,937,051円

総 処 理 水 量 102,346㎥
1㎥当たり処理原価＝ = 233円88銭

1㎥当たり処理原価＝ = 135円97銭

（公共下水道）

同 規 模

団体指標

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

令和元年度 令和２年度 令和３年度

経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100

経　費
回収率

使用料収入
×100

汚水処理費

104.92 102.30 101.59 107.21
営業費用＋営業外費用

76.30 85.94 82.07 82.65

※同規模団体指標の数値は、令和２年度決算経営比較分析表による類似団体平均値（処理人口３
万人未満、処理区域内人口密度２５人/ｈａ以上、供用開始後年数１５年以上３０年未満）

有形固定資産

減価償却率

有形固定資産減価償却累計額

×100 5.54 8.30 10.97 12.70有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価
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○企業債の概要                          表 １５ 

 

 

 

 

 

【意見】 

① 雨水排水施設整備事業において、江合川右岸第２排水路整備事業も進捗率

８５．４％となり完成間近である。このことによって、地域住民の雨水滞留

解消の期待に応えることができると思われる。次は、江合川右岸第３排水区

整備へと着実に整備をすることにより、渋江、桑木荒、田町裏地域の浸水被

害の解消につながるので、更に努力されるよう期待する。 

② 下水道（汚水）の課題は、ひとえに接続率の向上にある。新型コロナウイ

ルスの影響で普及活動がままならないが、コロナ収束後に向かい体制を整

え、普及活動に努力されること望む。 

 

（３）国民健康保険病院事業会計 

○総括事項 

業務予定量を入院患者１日平均１０５人（対前年度５人増）、外来患者１日

平均１８０人（対前年度２５人減）とし、入院３６５日、外来２４２日、救急

外来３６５日の診療を実施した。 

 診療体制については内科・整形外科、眼科は週５日、泌尿器科、皮膚科は週

２日、神経内科、循環器内科は週１日、外科は月６日を確保した。 

訪問診療については、２４２日、６３３件（対前年度３５件減）の診察を行

った。 

    また、休日当番については、一次診療を８回、二次の病院群輪番制の内科・

整形外科・外科を合わせて４回担当した。 

  

（単位：円）

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

3,911,820,188 138,220,000 336,569,486 3,713,470,702

（農集排）

同 規 模

団体指標

※同規模団体指標の数値は、令和２年度決算経営比較分析表による類似団体平均値（供用開始後
年数１５年以上３０年未満）

6.18 9.11 12.15 20.34
有形固定資産

減価償却率

有形固定資産減価償却累計額

×100有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価

48.41 52.12 57.87 57.08
経　費
回収率

使用料収入
×100

汚水処理費

99.98 103.80 103.09 106.37
経常収
支比率

営業収益＋営業外収益
×100

営業費用＋営業外費用

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

令和元年度 令和２年度 令和３年度
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ア 患者数の動向 

表１６のとおり、入院患者数は、年間延べ３２，７３９人（対前年度延べ

１，９４８人、５．６％減）で、１日平均８９．７人となり業務予定量を１

５．３人下回る実績となった。 

外来患者数は、年間延べ４０，５３４人（対前年度延べ５６９人、１．４％

減）で、１日平均１６７．５人となり、業務予定量を１２．５人下回る実績と

なった。また、救急外来で取り扱った患者数は延べ９４３人（対前年度３９人、

４．３％増）となった。 

なお、町内の患者の占める割合は、入院において２３，６６７人、７２．３％

（対前年度９６６人、３．９％減）、外来では３０，８７４人、７６．２％（対

前年度２４０人、０．８％減）であった。 

病床利用率は、年平均７４．１％で、対前年度４．４ポイント減となってい

る。 

○年間患者数                           表 １６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 収益的収入及び支出 

病院事業収益においては、医業収益のうち、入院収益は８１４，１４８千円

（対前年度２３９４９千円、２．９％減）、外来収益は６８１，２１５千円（対

前年度２１，７３１千円、３．３％増）となり、医業収益合計では、１，６７

６，８４７千円（対前年度１４，０８６千円、０．８％増）となった。 

医業外収益については、２１８，４６８千円（対前年度１０８，８６０千円、

３３．３％減）で、そのうち、補助金、負担金及び交付金が１３８，０３６千

円となり、昨年度より１０９，９７６千円少なくなっている。また、特別利益

として１７，７５８千円を計上した。 

この結果、病院事業収益全体では１，９１３，０７３千円となり、前年度と

比較して８７，６１６千円（４．４％）の減となった。 

　　

34,687 24,633 71.0

32,739 23,667 72.3

増　   減 △ 1,948 △ 966

増減率(%) △ 5.6 △ 3.9

41,103 31,114 75.7

40,534 30,874 76.2

増　   減 △ 569 △ 240

増減率(%) △ 1.4 △ 0.8

75,790 55,747 73.6

73,273 54,541 74.4

増　   減 △ 2,517 △ 1,206

増減率(%) △ 3.3 △ 2.2

合計

比　較

令和２年度

令和３年度

外来

比　較

（単位：人）

令和２年度

令和３年度

令和２年度

令和３年度

町内患者の
割合   (%)

　　　　　　　　　　年度
項目

年間患者数 町内患者数

入院

比　較
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病院事業費用においては、医業費用１，９３３，３４４千円（対前年度１６，

２１９千円、０．８％減）、医業外費用は７８，２４７千円（対前年度１３２

千円、０．２％増）となり、病院事業費用合計では２，０１１，５９１千円、

前年度と比較して３５，４４５千円（１．７％）の減となった。 

これにより、９８，５１８千円（前年度４６，３４７千円の純損失）の当年

度純損失を計上し、前年度繰越欠損金１，５６２，５８５千円と合わせて、当

年度未処理欠損金１，６６１，１０３千円を翌年度に繰り越した。 

ウ 資本的収入及び支出 

資本的収入においては、企業債３０，３００千円、国庫補助金３００千円、

他会計負担金５０，４０７千円の計８１，００７千円となった。 

資本的支出については、建設改良費３５，９９８千円（うち仮払消費税２，

８２４千円）、償還金８６，６１２千円の計１２２，６１１千円となった。 

建設改良については、療養病棟エレベーター前防煙垂れ壁工事３９６千円、

器械備品については、薬剤管理支援システム２８，０３８千円、スチームコン

ベクションオーブン１，３８２千円などを整備した。 

なお、当年度末の企業債未償還金残高は６５０，２２７千円（対前年度５６，

３１２千円減）となっている。 

○事業収益・費用に関する事項                   表 １７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 従事職員体制 

診療体制については、表１８のとおり、前記総括事項で述べた診療科目に常

勤医師８人(対前年度３人増)であった。看護部門においては、看護師６０人、

保健師２人、准看護師３人、介護福祉士２人の計６７人（対前年度１人減）で

あった。 

技術部門においては、薬剤師４人、放射線技師３人、検査技師３人、理学療

法士５人、作業療法士３人、言語聴覚士１人、管理栄養士３人の計２２人（対

前年度 1人増）で、事務部門においては１３人（前年度同数）で、総数１１０

人（対前年度３人増）で診療等を行った。 

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

1,849,959 2,000,688 1,913,073 108.1 95.6 103.4

1,644,523 1,662,760 1,676,847 101.1 100.8 102.0

205,436 327,328 218,468 159.3 66.7 106.3

0 10,600 17,758 皆増 167.5 皆増

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

2,055,729 2,047,035 2,011,591 99.6 98.3 97.9

1,985,808 1,949,562 1,933,344 98.2 99.2 97.4

69,720 78,115 78,247 112.0 100.2 112.2

201 19,358 0 9,630.8 皆減 皆減

1,180,735 1,129,941 1,120,600 95.7 99.2 94.9

△ 205,770 △ 46,347 △ 98,518

医業外収益

特 別 利 益

　　　　年度　

病 院 事業 費用

当 年 度 損 益

医 業 費 用

医業外費用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

比　　　　　　　較
項目　　　　　　　　　　

令和元年度
Ａ

令和２年度
Ｂ

令和３年度
Ｃ

　　　　年度　 比　　　　　　　較
項目　　　　　　　　　　

医 業 収 益

令和元年度
Ａ

令和２年度
Ｂ

病院事業収益

令和３年度
Ｃ
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 また、会計年度任用職員は、６０人であった。 

○従事職員の推移                         表 １８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オ 経営分析等 

経営分析の推移については、表１９のとおりであるが、経常収支比率、医業

収支比率及び病床利用率において、資金不足解消計画値との差が大きい。 

○経営分析の推移                         表 １９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経費については、表２０のとおりであるが、前年度と比較して、職員被服費

が１３６．４％、燃料費が３１．８％、食糧費が４１．２％増加している一方、

(単位：人）

　　　　 年度
職種

令和元年度 令和２年度 令和３年度 前年度比較

医 師 7 5 8 3

看 護 部 門 69 68 67 △ 1

技 術 部 門 21 21 22 1

事 務 部 門 10 13 13 0

合 計 107 107 110 3

各年度末

経常収支比率 （％） 90.0 97.7 94.2

102.6 102.6 102.1

医業収支比率 （％） 82.8 85.3 86.7

92.7 92.7 96.2

流動比率 （％） 48.2 61.0 50.9

医師１人１日当たりの診療収入 （円）340,141 372,997 382,251

看護師１人１日当たりの診療収入 （円） 45,982 45,037 45,021

入院患者１人１日当たりの診療収入 （円） 24,056 24,162 24,868

外来患者１人１日当たりの診療収入 （円） 14,661 16,045 16,806

医師１人１日当たりの患者数 （人） 18.3 18.9 18.7

看護師１人１日当たりの患者数 （人） 2.5 2.3 2.2

病床利用率 （％） 75.8 78.5 74.1

76.9 76.9 86.8

外来対入院患者比率 （％） 137.0 118.5 123.8

職員給与費対医業収益比率 （％） 61.4 68.0 66.8

51.5 51.5 61.8

薬品費対医業収益比率 （％） 23.3 22.6 22.3

24.4 24.4 19.7

令和元年度 備　考令和２年度 令和３年度
    　　　　                 年度
項目

病院改革プラン目標値(R3～資金不足解消計画値)

病院改革プラン目標値(R3～資金不足解消計画値)

病院改革プラン目標値(R3～資金不足解消計画値)

病院改革プラン目標値(R3～資金不足解消計画値)

高い程よ
い

小さい程
よい

数値は関
連させて
検討する
必要あり

高い程よ
い

病院改革プラン目標値(R3～資金不足解消計画値)
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消耗備品費が６９．３％、修繕費が３２．０％、交際費が３３．８％減少して

いる。 

○経費の前年度対比                        表 ２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  カ 補助金、負担金 

補助金においては、３条予算に係る医業外収益として、６９，５５４千円

の交付を受け、病院事業収益全体に占める割合は、３．６％であった。 

３条予算に係る負担金については、地方公営企業法第１７条の２（経費の

負担の原則）に基づいて、基準内繰入金１３９，３７１千円を繰り入れ、う

ち、医業収益として７０，８８９千円、医業外収益として６８，４８２千円

を受けている。病院事業収益全体に占める割合は７．２％であった。 

４条予算に係る国庫補助金としては、新型コロナウイルス対策に要した費

用３００千円の交付を受けた。 

なお、３条予算及び４条予算に係る補助金・負担金の状況は、表２１のと

おりである。 

  

（単位:円）

241,176,589 265,611,735 24,435,146 10.1

厚 生 福 利 費 1,803,447 1,662,446 △ 141,001 △ 7.8

旅 費 交 通 費 3,339,890 3,438,244 98,354 2.9

職 員 被 服 費 275,445 651,190 375,745 136.4

消 耗 品 費 10,178,591 12,045,579 1,866,988 18.3

消 耗 備 品 費 1,111,500 340,800 △ 770,700 △ 69.3

光 熱 水 費 30,227,246 33,535,297 3,308,051 10.9

燃 料 費 12,997,874 17,130,232 4,132,358 31.8

食 糧 費 148,369 209,503 61,134 41.2

印 刷 製 本 費 485,200 451,300 △ 33,900 △ 7.0

修 繕 費 7,450,470 5,068,512 △ 2,381,958 △ 32.0

保 険 料 2,288,745 2,243,555 △ 45,190 △ 2.0

賃 借 料 23,427,481 24,071,337 643,856 2.7

通 信 運 搬 費 1,721,783 1,599,833 △ 121,950 △ 7.1

委 託 料 139,040,426 155,695,473 16,655,047 12.0

諸 会 費 3,007,469 3,505,363 497,894 16.6

交 際 費 121,637 80,496 △ 41,141 △ 33.8

雑 費 3,551,016 3,882,575 331,559 9.3

令和２年度 比較増減 増減率（％）

内訳

経　　　　　　　費

　　　　　　　年度
項目

令和３年度
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○補助金、負担金                         表 ２１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キ 貯蔵品及び備品                   

貯蔵品については、表２２のとおりで、適正な在庫管理が行われている。 

    表 ２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種医療用機器は、適切な保守点検によって管理運用がされ、車両ととも

に減価償却において定額法に従って整理の上、処理されている。 

  

（単位：円）

項　　　　　　目 金　　　　額

令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 期 首 在 庫 額 8,543,754

年 度 内 購 入 額 423,435,866

年 度 内 費 用 額 420,864,932

年 度 内 資 産 減 耗 額 489,175

令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日 期 末 在 庫 額 10,625,513

（単位:千円）

医業
収益

70,889 70,889 0 0.0

25,722 69,554 43,832 170.4

一般会計補助金 0 37,597 37,597 －

病院群輪番制補助金 1,950

休日診療運営費補助金 843

国保特別調整交付金
（直診保健事業） 12,000

国保特別調整交付金
（医師・看護師確保対策）

1,000

国保特別調整交付金
（救急患者受入体制支援事業） 4,637

新型コロナウイルス緊急包括支
援事業交付金（ワクチン分） 11,427

令和３年度新型コロナウイルス
感染症拡大防止継続支援補助金

100

222,290 68,482 △ 153,808 △ 69.2

一般会計負担金 222,290 68,482 △ 153,808 △ 69.2

248,012 138,036 △ 109,976 △ 44.3

令和３年度宮城県新型コロナウ
イルス感染症を疑う患者受け入
れのための救急・周産期・小児
医療体制確保事業補助金

300 △ 38,853 △ 99.2

他会計補助金 0 －

2,057 4.3

△ 36,796 △ 42.1

406,404 259,632 △ 146,772 △ 36.1

国庫補助金 39,153

6,235 24.2

31,957

300

○収益的収入

一般会計負担金 救急医療及び保健衛生行政

　　　　　　　　　年度
項目

令和２年度 令和３年度 比較増減 増減率（％）

他会計負担金 一般会計負担金

0

医
業
外
収
益

その他の補助金 25,722

負担金交付金

小　　　計

○資本的収入

補助金

48,350 50,407

0 国保特別調整交付金

小　　　計 87,503 50,707

合　　　計
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【意 見】 

① 決算審査の席上で、当年度損益の９８，５１８千円の多額の赤字計上要因

を尋ねたところ、消費税の計上ミスが大きいとの説明であったが、後日、資

料検討の結果、消費税は当年度当初予算で４７，６１８千円の計上があり、

消費税決算額６８，３９９千円との差額は２０，７８１千円で、説明がつか

ない旨申し入れた。その後、再提示された資料に基づき再説明されたが、消

費税の計上ミスが当初予算額のみならず、１年間１円の計上もなかったので

はと疑義を感じた。また、赤字要因は入院、外来共に患者数の減少があり、

さらに、入院基準額の引下げなど、予算上の事業量と経費の増加で、数値の

見込み違いがあった旨の説明があった。数値内容や事業内容の説明を求めた

のに対し、誤解を招くような言葉と資料をもって対応し、後日再調査や再説

明が必要になるような対応は、決算審査を受ける姿勢としてあるべきことで

はないので、誠に遺憾である旨を表明するとともに、今後、決算審査席上で

の説明には、誤解や思い違いを起こさせることのないよう慎重に対処される

ことを一言付しておく。 

 

② 予算と決算の数値の釣合いだが、令和３年度において、最終補正予算で２

９，７９０千円の当年度利益が計上されているが，決算においては９８，５

１８千円の損失が計上されている。これを足し算すれば１２８，３０７千円

が見込み違いであることがわかる。年度途中で実態に近い数値に修正すべき

ものであると思うが、この数値の差は、許容の範囲なのか大きな疑問であ

る。年度途中での事業量の達成見込みの上方、下方修正がなされるべきであ

ることは、世間一般に常識的なことである。また、前述の消費税の計上ミス

は、担当者の人事異動等で事務に不慣れのためであったとの説明であった

が、令和３年度の総務管理課の人事異動は、内部昇格が主であり、担当者が

初心者のためとはあり得ない。このようなことは、事務管理者の重大なミス

と大きな責任であると指摘する。 

 

③ 委託料において、１５５，６９５千円のうち、１５，０７９千円が医師確

保コンサルティング料である。中には、非常勤医師や新型コロナウイルスワ

クチン接種医師分もあるが、突出するのが複数人の常勤医師紹介料１０，３

４０千円である。町立国保病院は、今正に変革期といえる様々な意味で大変

な時期であるので、止むを得ない面もあるが、このような高額の費用を掛け

ての医師確保が続くようでは、経営に悪影響が及ぶものと憂慮されるので、

今後は深い検討を望む。 

 

④ 町財政及び病院事業に係る有識者会議の答申では、経営改善の一環として

病院規模をダウンサイジングすべきとし、内訳は、一般病床を２０床減の６

０床、療養病床を２床減の３９床にして、９９床体制にすべしとの議論があ

り、今後、それに向かい議論が進むものと思われるが、いかにも数字のみを
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参考に考えた、現場の環境等（人口減少や少子高齢化の傾向、町民の病院に

対する期待と役割等）を無視したものであるとの感想を持った。また、根拠

が不明確であり、中途半端であるとの印象である。中長期的な見通しの下

に、経営計画を持って画期的改革を目指すならば、例えば第二病棟を全廃

し、一般病床を４０床減らして、第一病棟４０床、療養棟４１床の計８１床

体制とするような大胆な改革プランを作成するなど、多角的に検討すべきで

ある。そして、これが最善との結論となった場合で実現の目安がついたと

き、空きスペース活用の検討をすべきである。このような改革プランが実現

してこそ、町及び病院の行財政改革につながり、財政安定が実現すると思わ

れる。また、令和４年度の病院の決算数値こそが、今後、病院が現状維持で

経営継続できるか、身を切るような大胆な改革に向かうかのターニングポイ

ントとなる年である思われるので、病院事業収支に重大な関心をもって注視

していかなければならない。正に「期待はするが楽観はできない」と思われ

るので、大胆なプラン検討と慎重なる対応を望む。 

 

⑤ 資金繰りについて、ここ数年の推移をみると、一時借入を限度額いっぱいに

行い、一般会計の出納整理期間中に返済し、同時期に新年度分として借入れを

行っているが、これを第３セクター等に行っている場合は、「単コロ」と称し、

総務省から是正指導が入るべき行為である。現状を見ると、今後もその可能性

があるので、これを解消するためにどうするかという協議及び方針決定を事業

管理者及び設置者に望む。 

 

⑥ 以前から病病連携、病診連携、高齢者施設等との連携を指摘してきたが、

効果が出つつあると見受けられるので、今後も、なお一層強い連携強化を望

む。 

 

⑦ 昨今は、患者が医師、病院を選ぶ時代だと言われているが、患者に選ばれ

る医師、病院を目指し、医局、コメディカル、事務方がお互い連携し、より

一層の努力を望む。 

 

（４）老人保健施設事業会計 

  ○総括事項 

    業務予定量を１日平均入所者７８人（対前年度１人減）、通所者については、

介護給付２９人（対前年度１人減）及び新予防給付６人（前年度同数）の計３

５人（前年度同数）、居宅については、年間延べ利用者４５６人、入所３６５

日、通所３１３日、居宅２４６日として事業運営を行った。 

ア 利用者の動向 

   入所利用者数は、年間延べ２７，３９６人（対前年度１６９人、０．６％増）、

１日平均７５．１人（対前年度０．５人増）で、業務予定量を２．９人下回る

実績となった。 
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通所利用者は、年間延べ９，２６３人（対前年度１５９人、１．７％減）、

１日平均２９．６人（対前年度１．７人減）で、業務の予定量を５．４人下回

る実績となった。 

    なお、町内の入所者は、２２，３６０人で全体の８１．６％を占め、通所者

は８，２５４人、８９．１％であった。 

    居宅利用者数は、年間延べ８０４人（対前年度３３８人、７２．５％増）で

業務の予定量を３４８人上回った。 

入所者のベッド利用率は、９３．８％で、前年度より０．６ポイントの増と

なった。年間利用者の数値は、表２３のとおりである。 

○年間利用者数                          表 ２３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 収益的収入及び支出 

    老健事業収益については、入所収益３６６，３０６千円、通所収益９８，３

９５千円、居宅収益８，７５８千円、その他事業収益２，６４３千円、事業外

収益１８，８６９千円、計４９４，９７１千円（対前年度７，９１６千円、１．

６％減）で、老健事業費用においては、事業費用５０３，１１９千円、事業外

費用５，２５１千円、計５０８，３７０千円（対前年度１４，８６７千円、２．

８％減）となり、収支で１３，３９９千円の純損失（前年度２０，３５０千円

の純損失）の計上となった。 

この結果、前年度繰越欠損金１９９，１６３千円と合わせて、当年度未処理

欠損金２１２，５６２千円を翌年度に繰り越した。 

  

　　

27,227 23,614 86.7

27,396 22,360 81.6

増　減 169 △ 1,254

増加率(%) 0.6 △ 5.3

9,422 8,344 88.6

9,263 8,254 89.1

増　減 △ 159 △ 90

増加率(%) △ 1.7 △ 1.1

466

804

増　減 338

増加率(%) 72.5

37,115 31,958 86.1

37,463 30,614 81.7

増　減 348 △ 1,344

増加率(%) 0.9 △ 4.2

（単位：人）

令和２年度

令和３年度

令和２年度

令和３年度

町内利用者の
占める割合(%)

　　　　　　　　　　項目
年度

年間利用者数 町内利用者数

入所

比　較

合計

比　較

令和２年度

令和３年度

通所

比　較

居宅

令和２年度

令和３年度

比　較
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○事業収益・費用に関する事項                   表 ２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 資本的収入及び支出 

資本的収入においては、一般会計から２０，７６３千円、訪問看護ステーシ

ョン事業会計から出資金１０，３８１千円の計３１，１４４千円を受け、資本

的支出においては、多目的ホール床置形空調機の購入として建設改良費８５８

千円、償還金３１，１４４千円の計３２，００２千円となった。支出に不足す

る８５８千円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。 

エ 従事職員体制 

職員体制については、専任として看護師１１人、准看護師３人、理学療法士

１人、作業療法士４人、管理栄養士１人、社会福祉士１人、介護福祉士１３人、

事務職２人の計３６人（前年度同数）で、その他フルタイム会計年度任用職員

１９人及びパートタイム会計年度任用職員１２人の計６７人（前年度同数）で

業務に当たった。  

 オ 経営分析等 

経営分析の推移は、表２５のとおりである。 

○経営分析                               表 ２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率 （％） 99.2 96.1 97.4

事業収支比率 （％） 96.6 92.8 94.6

流動比率 （％） 158.5 147.3 143.7

入所１人当たり平均単価 （円）13,292 13,418 13,371

通所１人当たり平均単価 （円）10,545 10,936 10,622

看護師・介護員１人１日当たり入所介護収入 （円）38,560 36,530 39,490

看護師・介護員１人１日当たり通所介護収入 （円）31,967 32,617 31,416

看護師・介護員１人１日当たり入所者数 （人） 2.9 2.7 3.0

看護師・介護員１人１日当たり通所者数 （人） 3.0 3.0 3.0

ベット利用率 （％） 95.9 93.2 93.8 高い程よい

職員給与費対事業収益比率 （％） 63.0 70.1 69.8

介護用品（医薬品・医療用消耗品・お
むつ代）対事業収益比率

（％） 2.4 2.8 3.0

    　　　　　　　                  年度
項目

数値は関連
させて検討
する必要あ
り

小さい程よ
い

令和元年度 令和２年度 備　考

高い程よい

令和３年度

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

505,664 502,887 494,971 99.5 98.4 97.9

484,798 475,457 476,102 98.1 100.1 98.2

20,866 23,330 18,869 111.8 80.9 90.4

0 4,100 0 皆増 皆減 －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

509,594 523,237 508,370 102.7 97.2 99.8

501,858 512,475 503,119 102.1 98.2 100.3

7,736 6,519 5,251 84.3 80.5 67.9

0 4,243 0 皆増 皆減 －

345,720 352,173 341,700 101.9 97.0 98.8

△ 3,930 △ 20,350 △ 13,399

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

事 業 収 益

令和元年度
Ａ

令和２年度
Ｂ

老健事業収益

令和３年度
Ｃ

比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

令和元年度
Ａ

令和２年度
Ｂ

令和３年度
Ｃ

うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　

老 健 事業 費用

事 業 費 用

事 業 外 費 用

特 別 損 失
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    経費の前年度対比は、表２６のとおりであるが、経費総額９８，４４６千円

で、消耗品費、光熱水費、燃料費及び賃借料等の増額がある一方、消耗備品費、

委託料等が減額となり、対前年度３８３千円、０．４％増となった。総事業費

に占める割合は、１９．４％（前年度１８．７％）で、０．７ポイントの増と

なった。 

○経費の前年度対比                        表 ２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意 見】 

 収益的収支においては、新型コロナウイルスの影響で各項目に増減があった

が、結果として、対前年度で６，９５１千円の赤字縮小に努め、現金収支（減価

償却前）において３５３千円の黒字であったことは、その努力を多とするもの

で、次年度においても、事業の発展向上に向け励まれること望む。 

 

（５）訪問看護ステーション事業会計 

○総括事項 

業務予定量は、１日平均利用者数を平日３１人（前年度同数）土曜２人（前

年度同数）とし、訪問看護２９３日（平日２４２日、土曜５１日）、訪問リハ

ビリ２４２日を実施した。 

    また、２４時間緊急連絡体制を継続実施した。 

ア 利用者の動向 

訪問看護は、年間延べ４，１３７人（平日４，０６０人、土曜７７人、対前

年度９７２人、３０．７％増）１日平均１４．１人（平日１６．８人、土曜１．

５人、対前年度３．３人増）で、訪問リハビリについては、年間延べ３，１３

３人（対前年度８７人、２．９％増）、１日平均１２．９人（対前年度０．４

人増）で、合計延べ７，２７０人（対前年度１，０５９人、１７．１％増）と

なり、１日平均業務予定量より、平日１．３人、土曜０．５人下回った。 

（単位:円）

98,063,507 98,446,053 382,546 0.4

厚 生 福 利 費 773,077 743,073 △ 30,004 △ 3.9

職 員 被 服 費 154,604 167,210 12,606 8.2

消 耗 品 費 3,893,776 4,678,873 785,097 20.2

消 耗 備 品 費 1,362,515 56,320 △ 1,306,195 △ 95.9

光 熱 水 費 11,399,356 12,653,390 1,254,034 11.0

燃 料 費 8,017,262 8,770,980 753,718 9.4

食 料 費 11,666 5,668 △ 5,998 △ 51.4

印 刷 製 本 費 114,400 62,150 △ 52,250 △ 45.7

修 繕 費 3,097,275 3,583,312 486,037 15.7

保 険 料 788,396 729,706 △ 58,690 △ 7.4

賃 借 料 15,853,071 16,698,168 845,097 5.3

通 信 運 搬 費 648,505 621,196 △ 27,309 △ 4.2

委 託 料 48,922,348 47,427,118 △ 1,495,230 △ 3.1

諸 会 費 246,000 238,000 △ 8,000 △ 3.3

雑 費 2,781,256 2,010,889 △ 770,367 △ 27.7

令和２年度 比較増減 増減率（％）

内訳

経　　　　　　　費

　　　　　　　 年度
項目

令和３年度
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○訪問看護ステーション保険別利用内容状況             表 ２７ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 収益的収入及び支出 

収益的収入においては、事業収益、事業外収益及び特別利益で５９，５３５

千円（前年度５２，７９１千円）、収益的支出については事業費用及び特別損

失で５２，８８７千円（前年度６３，５８０千円）で、当年度純利益６，６４

８千円（前年度純損失１０，７８９千円）の計上となった。 

また、総事業費用５２，８８７千円のうち、主たる費用は給与費４７，９１

９千円（前年度５７，３９０千円）で、費用全体の９０．６％（前年度９０．

２％）を占めている。 

その結果、前年度繰越利益剰余金７４，７８６千円と合わせて、当年度未処

分利益剰余金は８１，４３４千円となり翌年度へ繰り越した。 

 事業収益、費用については、表２８のとおりである。 

○事業収益・費用に関する事項                   表 ２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

52,187 52,791 59,535 101.2 112.8 114.1

52,143 51,207 59,479 98.2 116.2 114.1

44 1,234 56 2,804.5 4.5 127.3

0 350 0 皆増 皆減 －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

51,885 63,580 52,887 122.5 83.2 101.9

51,885 63,230 52,887 121.9 83.6 101.9

0 0 0 － － －

0 350 0 皆増 皆減 －

47,294 57,390 47,919 121.3 83.5 101.3

302 △ 10,789 6,648

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

事 業 収 益

令和元年度
Ａ

訪問看護事業収益

令和２年度
Ｂ

令和３年度
Ｃ

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

令和元年度
Ａ

令和２年度
Ｂ

令和３年度
Ｃ

当 年 度 損 益

訪問看護事業費用

事 業 費 用

事 業 外 費 用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

令和２年度 令和３年度 増　　減 増減率(%)

訪　問　看　護 2,538 3,315 777 30.6

リ　ハ　ビ　リ 2,310 2,310 0 0.0

訪　問　看　護 627 822 195 31.1

リ　ハ　ビ　リ 736 823 87 11.8

3,165 4,137 972 30.7

3,046 3,133 87 2.9

6,211 7,270 1,059 17.1合　　　　計

保　　険　　別

介護保険

医療保険

（単位：人）

対前年度比較

訪　　問　　看　　護　計

リ　　ハ　　ビ　　リ　計

訪問延人数
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  ウ 従事職員体制 

従事職員は、看護師３人、理学療法士１人、作業療法士２人の計６人、その

他フルタイム会計年度任用職員１人の計７人（対前年度２人減）で業務に従事

した。 

 

 エ 経営分析等 

経営分析の推移は、表２９のとおりであるが、経常収支比率、事業収支比率

等が改善されている。また、職員１人 1 日当たりの事業収入が対前年度１４，

６２２円（５５．５％）の大幅な増となっている。 

○経営分析                             表 ２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意 見】 

 当年度は、事業収益においては、対前年度８，２７２千円の増益があり、事業

費用においては、看護師２名減による給与費で９，４７１千円の減額であった

が、従事する看護師が２人減少したにもかかわらず、看護実人数において２６０

人の増、訪問回数で９７２回の増があったことは、職員の努力を多とする。しか

し、このままの状態が続く場合は、オーバーワーク状態に陥ることが懸念される

ので、今後は、人員配置に工夫が必要であると思われるので考慮されたい。 

経常収支比率 （％） 100.6 83.5 112.6

事業収支比率 （％） 100.5 81.0 112.5

流動比率 （％） 2,278.8 1,428.0 1,601.2

職員１人１日当たり事業収入 （円） 31,950 26,341 40,963

利用者１人１日当たり事業収入 （円） 8,226 8,245 8,181

看護職員１人１日当たり利用者数 （人） 3.6 2.6 5.7

リハ職員１人１日当たり利用者数 （人） 4.2 4.2 4.3

    　　　　　　　           年度
項目

令和元年度 備　考

高い程よい

令和２年度 令和３年度


